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１．平成２４年度研究活動等報告 
 
 
教授・安谷屋均 
著書 
1. 安谷屋均（2012）『病理学のきほん』、SENKOUSHA、東京、全 47 頁 

 
報告書等 
1.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島し

ょにおける「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
教授・大湾明美 

学会発表 

1.  大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，山口初代，呉地祥友里，伊牟田ゆかり，(2012 年 9月),沖縄県小 

    離島の在宅終末期ケアにおける島出身のケア提供者と要介護高齢者の“強み”，日本ルーラルナーシ 

    ング学会第 7回学術集会、長野県 

2. 佐久川政吉，大湾明美，田場由紀，伊牟田ゆかり，宮城重二（2012 年 7月）､関節リウマチ高齢者の

ライフイベントから導かれたストレングス-「老年期のライフイベント」に焦点をあてて-，日本老

年看護学会第 17 回学術集会、石川県 

3. 田場由紀，大湾明美，佐久川政吉，伊牟田ゆかり，呉地祥友里，野口美和子，糸数仁美（2012 年 7

月）、要介護高齢者の社会への参加ニーズを充足し促進するセルフケア-高齢者看護におけるセルフ

ケアの概念拡大の必要性-、日本老年看護学会第 17回学術集会、石川県 

4. 長嶺由利子，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，伊牟田ゆかり（2012 年 7月）､要介護高齢者の人と

人とのつながりを目的とした主観的な外出ニーズ，日本老年看護学会第 17回学術集会、石川県 

5. 山口初代，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，長嶺由利子，(2012 年 9 月)，沖縄県小離島における

当時者性を活かした高齢者ケア-“たまり場”誕生の経緯と活動の特徴から-，日本ルーラルナーシ

ング学会第 7回学術集会、長野県 

 

報告書等 

1. 野口美和子, 大湾明美，石垣和子，北村久美子，山崎不二子，植田悠紀子（2012），看護学士課程

における島嶼看護学教育の効果と課題に関する研究報告書，沖縄県立看護大学 

2． 大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，伊牟田ゆかり，野口美和子（2012）小離島における高齢者の在

宅終末期ケアシステムの開発報告書，沖縄県立看護大学 

3. 前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 

新聞・ラジオ・TV等 
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1. 大湾明美 「県立看護大学における島しょ看護の高等教育」（県広報番組「うまんちゅ広場」，2013 年

1 月 12 日 

2. 大湾明美 「沖縄県立看護大学の人財づくり」美ら島沖縄 2012 年 7 月号 

 
 
教授・嘉手苅英子 
学術論文（査読あり論文） 
１．高橋幸子・賀数いづみ・金城忍・渡久山朝裕・金城芳秀・嘉手苅英子（2013）「沖縄県立看護大学の

‘学生による授業評価’に関する課題－学生と教員の意見から－」沖縄県立看護大学紀要    

14:105-112 

２．宮里智子、嘉手苅英子、金城忍、高橋幸子、伊良波理絵（2013）「日本国内の看護基礎教育におけ

るディベートの取り組みに関する文献検討」、沖縄県立看護大学紀要 14:81-88 

３．金城忍・嘉手苅英子・高橋幸子・賀数いずみ・渡久山朝裕・金城芳秀（2013）学生の授業評価を 正

確に反映する評価項目について —平成 22 年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケ

ート得点の傾向から—、沖縄県立看護大学紀要 14:97-104 

４．伊良波理絵・嘉手苅英子（2013）「病棟看護師が同僚看護師の実践から受けた看護者としての認識と

行動の影響」、沖縄県立看護大学紀要 14:71-80 

 

学会 
１．嘉手苅英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2012 年 11 月）、積み重ねによる既習技術

の習得状況の変化－移動技術の自己ビデオチェック結果の経時的比較－、第 32回日本看護科学学会

（東京） 
 
報告書等 
１．前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島し

ょにおける「包括的専門看護師の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 

 

教授・神里みどり 
学術論文（査読あり論文） 
1. 吉澤龍太・神里みどり（2013） Cancer Pain Assessment ツールの臨床への普及プロセス 、沖縄

県立看護大学紀要 14:13-28 
2. 塚原ゆかり・神里みどり(2013）在宅における終末期がん患者の家族介護者に対するアロママッサー

ジの反応、沖縄県立看護大学紀要 14:29-41 
3. 下地千里・神里みどり(2013）離島診療所に赴任する看護師に対する教育プログラムと支援体制、沖

縄県立看護大学紀要 14:43-55 
 
学会 
1. Midori Kamizato et al（2012 年 9 月), Evaluation for Brief Educational Session of Complementary 

Therapy Using Healing Cart, 17th International on Cancer Nursing , p110, プラハ 
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2. Tamai Naomi・Midori Kamizato (2012年 9月, The Trajectory of Home-Based Walking Exercise in 
Daily Life for Breast Cancer Survivors, 17th International on Cancer Nursing , p99, プラハ 

3. Midori Kamizato・Kazuko Maeda, Fujiko Toyama, Kiyoko Tamashiro, Miwako Noguchi (2013 年

2 月), The 16th EAFONS Developing International Networking for Nursing Research, バンコク 
4. Yoko Nakasone・Midori Kamizato（2013 年 2 月), Healthier Life Styles among Serious Diabetics 

on Islands, The 16th EAFONS Developing International Networking for Nursing Research, バ
ンコク 

5. 玉井なおみ・神里みどり（2013 年 2 月）、乳がん体験者の自己の生活に根ざした運動信念モデルの

構築、日本がん看護学会誌 Vol.27 Supplement p143、第 27 回学術集会、金沢市 
6. 佐伯香織・神里みどり (2013 年 2 月）、閉経前乳がん患者の術後ホルモン中に体験する症状クラス

ター、日本がん看護学会誌 Vol.27 Supplement p296、第 27 回学術集会、金沢市 
7. 平良美栄子・神里みどり（2013 年 2 月）、前立腺癌患者に対する食事の介入研究の動向、日本がん

看護学会誌 Vol.27 Supplement p249、第 27 回学術集会、金沢市 
  
報告書等 
1. 神里みどり（2013）「エビデンスに基づいたがん看護援助に関する CAM の教育プログラムの開発 」 

科学研究費補助金研究成果報告書 東京：文部科学省 
2.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
教授・金城芳秀 
学術論文（査読あり論文） 
1. 高橋幸子、賀数いづみ、金城忍、渡久山朝裕、金城芳秀、嘉手苅英子(2013)：沖縄県立看護大学の

「学生による授業評価」に関する課題－学生と教員の意見から－、沖縄県立看護大学紀要 14:105-112 
2. 金城忍、嘉手苅英子、高橋幸子、賀数いづみ、渡久山朝裕、金城芳秀 (2013)：学生の授業評価を正

確に反映する評価項目について-平成 22 年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケー

ト得点の傾向から-、沖縄県立看護大学紀要 14:97-104 
 
学会 
１．金城芳秀（2012 年 10 月）沖縄県市町村保健師の「地域生活定着支援」に関する認識、第 71 回日本

公衆衛生学会総会、山口市 
 
報告書等 
１．前田和子・神里みどり編著（2013）「第 4 章 第 5 節 学習環境（ICT)の整備（八重山・宮古）」『平

成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括的専門看護師」の養成

平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
２．金城芳秀 看護教育におけるインシビリティー: 文献レビュー『シンセサイザー』11 号 pp36-43 沖

縄県立看護大学 
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教授・新城正紀 
  提出なし 
 
 
教授・玉城清子 
学会 
1． 上田礼子, 吉川千恵子, 玉城清子, 宮澤純子, 安里佐智子, 宮平厚子：子ども虐待予防のための

PACAP の活用と支援, 第 77 回民族衛生学会総会, 東京, 74-75. 2012. 
2． 吉川千恵子, 上田礼子, 玉城清子, 西平朋子, 嘉陽田友香, 久場加寿美、安里佐智子, 宮平厚子：子ど

も虐待予防の潜在的ニーズと地域支援 －沖縄県 K 島の場合－, 第 77 回民族衛生学会総会, 東京, 
76-77. 2012. 

3． 西平朋子, 上田礼子, 玉城清子, 吉川千恵子, 嘉陽田友香：子ども虐待予防関連職種の潜在的ニーズと

グループワークの効用 －沖縄県 K 島の場合－, 第 77 回民族衛生学会総会, 東京, 78-79. 2012. 
 
報告書等 
1. 前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養 成事業島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
教授・知念榮子 
  なし 
 
 
教授・當山富士子 
学術論文（査読あり論文） 
１．當山冨士子、高原美鈴、大城真理子、田場真由美、蟻塚亮二、仲本晴男、大宜見恵：終戦から 67 年

目にみる沖縄戦体験者の精神保健―介護予防事業への参加者を対象として、沖縄県立看護大学紀要、

14 号投稿、2013、3 月 
 
シンポジウム 
１．當山冨士子：第 38 回日本看護研究学会 シンポジスト「沖縄本島南部 A 村における沖縄戦の爪痕」 

2012 年 7 月、宜野湾市 
 

学会 
１．高原美鈴、當山冨士子、田場真由美、仲本晴男、蟻塚亮二：沖縄本島Ａ村における沖縄戦体験者の

精神保健、第 71 回日本公衆衛生学会、2012 年 10 月、岡山市 
２．當山冨士子、高原美鈴、大城真理子、田場真由美、仲本晴男、蟻塚亮二、大宜見恵：終戦から 67 年

目にみる沖縄戦体験高齢者の精神保健、沖縄県公衆衛生学会、2012 年 11 月、那覇市 
 
報告書等 
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１．當山冨士子、仲本晴男、蟻塚亮二、高原美鈴、田場真由美、大宜見恵：終戦から 67 年目にみる沖縄

戦体験者の精神保健、沖縄県対米請求権事業協会、助成シリーズ 48、2013 年 3 月 
 

新聞・ラジオ・TV 等 
1. 當山冨士子（2012）「戻る戦の記憶」沖縄タイムス 9 月 4 日 第 1 面 
2. 當山冨士子（2012）なるほど探求便 研究者の目「沖縄戦 心の傷聞く」沖縄タイムス 9 月 12 日 

第 19 面 
3.  當山冨士子（2012）「沖縄戦 心の傷～戦後 67 年・初の大規模調査」NHK ETV 特集 8､12 日 
 
 
教授・前田和子 
著書 
1. 永井良三・田村やよひ監修、前田和子・五十嵐隆・石川哲也他編著（2012)『看護学大辞典 第６版』

「完璧な親」「子どもの自己像」「子どもの自尊心」「ペアレンティング」「養育上の問題」「養育スタ

イル」p418、 p784、ｐ2166、メヂカルフレンド社 
 
学会 
1. 上原和代・前田和子・當間紀子・宮城雅也（2012 年 11 月）、極早産および超早産で生まれた子ども

の青年期までのライフイベントに関連した経験、日本新生児看護学会 第 22 回、熊本市 
2. Midori Kamizato・Kazuko Maeda, Fujiko Toyama, Kiyoko Tamashiro, Miwako Noguchi (2013 年

2 月), The 16th EAFONS Developing International Networking for Nursing Research, バンコク 
3. Chiyoko Yoza,Kazuko Maeda,Hideko Koike(2012年 2月),Competency of nurses in remote islands      

of Okinawa:A preliminary study,The 16 EAFONS Developing International Networking for      
Nursing Research, Bangkok 

 
報告書等 
1. 前田和子・神里みどり編 前田和子・宮里智子・安谷屋均他著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・

薬剤師等医療人材養成事業 島しょにおける「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』

沖縄県立看護大学 
2.  前田和子監修（2013）『シンセサイザー １１号』全 48 頁、沖縄県立看護大学 
 
 
特任教授・池田明子 
学術論文（査読あり論文） 
1. 翁長悦子・池田明子（2012）「患者による院内暴力に対する看護師の状況判断と対処行動」ーA 病院

の看護師 16 名への面接調査から、 沖縄県立看護大学紀要 13:49-59 
 
報告書等 
1.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
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特任教授・蛯名美智子 
著書 
1. 蝦名美智子（2012）「第 1 章 A 看護実践におけるケアモデル導入の経過、検査・処置を受ける子ど

もへのケアの現状」：松森直美、蝦名美智子編集『小児看護ケアモデル実践集—看護師が行う子ども

目線のプレパレーション』,へるす出版、PP．10-14 
2. 永井良三・田村やよひ監修、蛯名美智子・五十嵐隆・石川哲也他編著（2012)『看護学大辞典 第６

版』「家族構成」「感受期」「自己統制」永井良三、田村やよひ監修 前田和子他編『看護学大辞典 第

6 版』p317、p391、p910、メジカルフレンド社 
 
学術論文（査読なし論文） 

１．今野美紀、浅利剛志、田畑久江、蝦名美智子（2013）「小児看護技術教育におけるケアモデルの活用

—援助技術『吸入』を例としてー」、北海道小児保健研究会会誌平成 24年度、PP.15-17、 

 

学会 

1.  Miki Konno, Tsuyoshi Asari, Hisae Tabata, Michiko Ebina(2012-Jun.)、「Nursing Students and 
Smoking: Their Perception,Knowledge, and Initiatives to Find out the Smoking Environment of 
Pediatric Patients」, The 9th International Conference of The Global Network of WHO 
Collaborating Centers for Nursing and Midwifery, Program & Abstracts, 神戸市 

2.  Tsuyoshi Asari, Miki Konno, Hisae Tabata, Michiko Ebina(2012-Jun.)、「Learning by Nursing 
Students Through Case Exercises, Based on Pediatric Nursing Care Model」、The 9th 
International Conference of The Global Network of WHO Collaborating Centers for Nursing and 
Midwifery,rogram & Abstracts, 神戸市 

3. 伊藤悠真，高橋亜依，吉本真理耶，田中純，浅利剛史，蝦名美智子(2012-Jul.)、「パンフレットで

親から予防接種の説明を受ける 1歳 6か月から 3歳の子どもの反応」、第 22 回日本小児看護学会,盛

岡市  

4.  鈴木ミナ子,野村幸子,上原和代,堤梨那,山本真充,小池秀子,蝦名美智子：（2012-Aug.）「OSCE 導入後

の実習前後における看護技術に関する学生の自己評価の比較」、第 13回九州・沖縄小児看護教育研

究会、福岡市 

5.  Tsuyoshi ASARI, Hisae TABATA, Miki KONNO, Michiko EBINA(2013-Feb),「Effectiveness of 
Reflective Learning in Practical Training of Pediatric Nursing: Application of Significant Event 
Analysis」, he 16th EAFONS Developing  International Networking for Nursing Research, 
Bangkok. 

 

報告書等 
1. 前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
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准教授・川崎道子 
学術論文（査読あり論文） 
1. 川崎道子、永吉ルリ子、牧内忍、大屋記子、宮地文子（2012）「沖縄県における保健師駐在制の    

メリット・デメリットおよび継承すべき能力」沖縄県立看護大学紀要 13：39-48 
 
学術論文（査読なし論文） 
1. 伊禮嘉宣、川崎道子（2012）「A 市地域住民の特定健康診査受診行動に関連する要因」沖縄県公衆衛

生学会誌 42・43:39-43 
 
報告書等 
1.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
3. 糸数仁美、與座千代子、當山紀子、牧内忍、川崎道子 シンセサイザー ヘルスプロモーションに

おける三者間の学びのパートナーシップ Scott,Susan :Nursing Praxis in New Zealand27.2(Jul 
2011)16-23 

 
 
准教授・小池秀子 
著書 
1. 永井良三・田村やよひ監修、小池秀子・浅井理恵子・井上眞璃子他著（2012)『看護学大辞典 第６

版』「医療的ケア」「キャリーオーバー」「子どもの対処能力」「心理的虐待」「セルフケアの発達」p123、p467、

p784、p1179、p1283、メヂカルフレンド社 
 
学会 
1. 平賀紀子、古谷佳由理、小池秀子、涌水理恵（2012 年 7月）、心疾患をもつ小中学生の QOL 評価と関

連要因、日本小児看護学会第 22 回学術集会、盛岡市 

2. 古谷佳由理、平賀紀子、小池秀子、涌水理恵（2012 年 7月）、小児内分泌外来に通院中の小中学生の

QOL、日本小児看護学会第 22回学術集会、盛岡市 

3. Noriko Hiraga, Rie Wakimizu, Hideko Koike, Kayuri Furuya（2012 年９月）、THE QUALITY OF LIFE 

(QOL) OF JAPANESE  SCHOOLCHILDREN   WITH CHILDHOOD CANCER WHEN RETURNING TO SCHOOL、14th Asian 

Pacific Congress of Pediatrics & 4th Asian Pacific Congress of Pediatric Nursing、Malaysia 

4. 平賀紀子、涌水理恵、小池秀子、古谷佳由理（2012 年 11 月）、小児がんを経験した小中学生の QOL 評

価～自己評価と代理評価の比較から～、日本小児がん看護学会第 10回学術集会、横浜市 

5. 平賀紀子、涌水理恵、小池秀子、古谷佳由理（2012 年 11 月）、小児がんを経験した小中学生の QOL 評

価に関連する要因～自己評価と代理評価の比較から～、日本小児がん看護学会第 10回学術集会、横

浜市 

6. Chiyoko Yoza,Kazuko Maeda,Hideko Koike(2012 年 2 月),Competency of nurses in remote islands 

of Okinawa-A preliminary study-,The 16 EAFONS "Developing International Networking for 

Nursing Research" Bangkok,Thailand 
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報告書等 
1. 前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 

 
准教授・佐久川政吉 
学会発表 

1. 佐久川政吉，大湾明美，田場由紀，伊牟田ゆかり，宮城重二（2012 年 7月）､関節リウマチ高齢者の

ライフイベントから導かれたストレングス-「老年期のライフイベント」に焦点をあてて-，日本老

年看護学会第 17 回学術集会、石川県 

2. 田場由紀，大湾明美，佐久川政吉，伊牟田ゆかり，糸数仁美，呉地祥友里，野口美和子（2012 年 7

月）、要介護高齢者の社会への参加ニーズを充足し促進するセルフケア-高齢者看護におけるセルフ

ケアの概念拡大の必要性-、日本老年看護学会第 17回学術集会、石川県 

3. 長嶺由利子，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，伊牟田ゆかり（2012 年 7月）､要介護高齢者の人と

人とのつながりを目的とした主観的な外出ニーズ，日本老年看護学会第 17回学術集会、石川県 

4. 大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，山口初代，呉地祥友里，伊牟田ゆかり，(2012 年 9 月),沖縄県小

離島の在宅終末期ケアにおける島出身のケア提供者と要介護高齢者の“強み”，日本ルーラルナーシ

ング学会第 7回学術集会、長野県 

5. 山口初代，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，長嶺由利子，(2012 年 9 月)，沖縄県小離島における

当時者性を活かした高齢者ケア-“たまり場”誕生の経緯と活動の特徴から-，日本ルーラルナーシ

ング学会第 7回学術集会、長野県 

 

報告書等 
1.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
准教授・渡久山朝裕 
学術論文（査読あり論文） 
1. 金城忍・嘉手苅英子・高橋幸子・賀数いづみ・渡久山朝裕・金城芳秀（2013）学生の授業評価を正

確に反映する評価項目について―平成22年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケー

ト得点の傾向から―、沖縄県立看護大学紀要 14:97-104 
2. 高橋幸子・賀数いづみ・金城忍・渡久山朝裕・金城芳秀・嘉手苅英子（2013）沖縄県立看護大学の

「学生による授業評価」に関する課題－学生と教員の意見から－、沖縄県立看護大学紀要 
14:105-112 

 
学会 
1. 前田節雄，渡久山朝裕，小林甲児，中谷任徳，中谷明子（2012 年 11 月）、コールセンターでの騒音

暴露実態調査の試み、第 52 回近畿産業衛生学会、和歌山市 
2. 矢永由里子，高田知恵子，紅林洋子，井村弘子，渡久山朝裕（2012 年 11 月）、検査相談研修におけ
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るカウンセラーの関わりと講師養成の考察：その試みと課題について、第 26 回日本エイズ学会学術

集会、横浜市 
3. 高田知恵子，矢永由里子，紅林洋子，井村弘子，渡久山朝裕（2012 年 11 月）、HIV 検査相談研修に

おける講師養成の体験について：カウンセラーの視点から、第 26 回日本エイズ学会学術集会、横浜

市 
 

新聞・ラジオ・TV 等 
1. 渡久山朝裕（2012）うまんちゅひろば「自殺対策について」沖縄テレビ 6 月 2 日 
2. 渡久山朝裕（2013）克江の火曜ミミグスイ「沖縄いのちの電話」FM レキオ 2 月 12 日 
3. 渡久山朝裕（2013）オピニオン欄 論壇「自殺防止 身近な支援で 関心高まり全国で減少」    

沖縄タイムス 2 月 16 日 第 5 面 
 
 
准教授・仲宗根洋子 
学会 
1．仲宗根洋子、神里みどり（2013 年 2 月）、THE HEALTY LIFESTYLE OF PATIENTS WITH 

SEVERE  DIABETES IN REMOTE ISLANDS、The 16th EAFONS Developing International  
Networking for Nursing Research 21 - 22 February 2013、バンコク 

 
報告書等 
1 .前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
講師・赤嶺伊都子 
学会 

1. 赤嶺伊都子、新城正紀、宇座美代子、中森えり、藤本みゆき、宮城とも、高江洲和代、譜久原明子。

仲村貴子（2012 年 7 月）、臨床中堅看護師研修プログラムを用いた活動の評価（2008～2010）、第

38 回日本看護研究学会学術集会、宜野湾 

2. 藤本みゆき、宮城とも、譜久原明子、仲村貴子、中森えり、赤嶺伊都子、新城正紀、宇座美代子（2012

年 7 月）、臨床中堅看護師研修プログラムの評価－受講者対象アンケートの結果より－、第 38回日

本看護研究学会学術集会、宜野湾  

3.  江洲鮎美、上里唯、赤嶺伊都子（2012 年 7 月）、復職前後の看護師の思い―長期離職者と短期離職

者の比較から―、第 38回日本看護研究学会学術集会、宜野湾  

4.  上里唯、江洲鮎美、赤嶺伊都子（2012 年 7月）、不眠の訴えのあるがん患者に対する足浴の効果、

第 38回日本看護研究学会学術集会、宜野湾 

 
 
講師・井上松代 
学会 
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1． 井上松代、新城正紀(2012.11)、10 代出産に対する中学生の考えを左右する要因－妊娠・出産・育児

の肯定感と親となる条件の認識、第 53 回日本母性衛生学会学術集会(福岡) 
2． 城間洋子、井上松代(2012.11)、家族形態別でみた男女中学生の将来の家事・育児役割平等意識と家  

事・育児意欲、第 53 回日本母性衛生学会学術集会(福岡) 
 
 
講師・上原和代 
著書 
1. 永井良三、田村やよひ監修 上原和代・浅井理恵子・井上眞璃子他著（2012）『看護学大辞典 第

6 版』「家族中心の看護」p320「摂食嚥下機能の発達」p1274「完全母乳育児」p406「子どもの意識

レベル評価」p784「養育環境評価」p2166 メヂカルフレンド社 
 
学術論文（査読なし論文） 
1. 鈴木ミナ子・野村幸子・上原和代・堤梨那・山本真充・小池秀子・蛯名美智子、OSCE 導入後の実習

前後における看護技術に関する学生の自己評価の比較、九州・沖縄小児看護教育研究会誌、   

13:25-28 
 
学会 
1. 上原和代・鈴木ミナ子（2012 年 9 月）、小児保健看護実習Ⅰにおける子どもへの健康教育のとりく

み、日本小児保健協会学術集会 第 59 回学術集会、岡山市 
2. 上原和代・前田和子・當間紀子・宮城雅也（2012 年 11 月）、極早産および超早産で生まれた子ども

の青年期までのライフイベントに関連した経験、日本新生児看護学会 第 22 回、熊本市 
 
 
講師・大川嶺子 
解説論文（依頼原稿） 
1． 大川嶺子（2012）「島人の思いを知る」『雑誌｢看護教育」6 月号「学生の目 教員のまなざし』 
 
報告書等 
１．大川嶺子（2013）「沖縄県立看護大学と沖縄県立宮古病院看護部との協働による実習指導力向上の   

ためのプログラム」平成 23･24 年度報告書 （一部分担） 
2．前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
講師・賀数いづみ 
学術論文（査読あり論文） 
１．金城忍，嘉手苅英子，高橋幸子，賀数いづみ，渡久山朝裕，金城芳秀 (2013)学生の授業評価を正確

に反映する評価項目について- 平成22年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケート

得点の傾向から －沖縄県立看護大学紀要 14 :97-104 



11 
 

２．高橋幸子、賀数いづみ、金城忍、渡久山朝裕、金城芳秀、嘉手苅英子（2013）沖縄県立看護大学の

「学生による授業評価」に関する課題－学生と教員の意見から－沖縄県立看護大学紀要 14:105-112 
 

学会発表 
1. 賀数いづみ，西平朋子（2012 年 9 月）A 県の若年妊娠出産の現状と支援の課題‐県内産科医療施設

の調査から‐ 第 31 回日本思春期学会総会・学術集会(抄録集)ｐ66、 軽井沢 
 
 
講師・金城忍 
著書 
1. 金城忍・謝花小百合（2013）「第Ⅱ章 ケアリングに基づく看護技術支援の方法 ２．注射（皮内、

皮下、筋肉内）」安酸史子編『ケアリングに基づく看護技術支援マニュアル』pp30-45、メヂカルフ

レンド社 
 
学術論文（査読あり論文） 
1. 金城忍・嘉手苅英子・高橋幸子・賀数いずみ・渡久山朝裕・金城芳秀（2013）学生の授業評価を正

確に反映する評価項目について—平成 22 年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケー

ト得点の傾向から—、沖縄県立看護大学紀要 14:97-104 
2. 宮里智子・伊良波理絵・高橋幸子・金城忍・嘉手苅英子（2013）日本国内の看護基礎教育における

ディベートの取り組みに関する文献検討 —取り組みの実際と教育効果および課題—、沖縄県立看護

大学紀要 14:81-88 
3. 高橋幸子・賀数いずみ・金城忍・渡久山朝裕・金城芳秀・嘉手苅英子（2013）沖縄県立看護大学に

おける「学生による授業評価」に対する学生および教員のとらえ方の現状 —平成 22 年度開講の授

業科目における学生による授業評価アンケート得点の傾向から—、沖縄県立看護大学紀要 14:105-112 
 
学会 
1. 金城忍・謝花小百合・北川明・生野繁子・櫨本和代・坂井邦子・中嶋恵美子・塚原ひとみ・正野逸

子・室屋和子・安酸史子（2012 年 12 月）、沖縄県立看護大学スキルラボ室における看護技術修得支

援の方向性について、日本看護科学学会 第 32 回学術集会、東京都 
2. 嘉手苅英子・金城忍、宮里智子、高橋幸子、伊良波理絵（2012 年 12 月）、積み重ねによる既習技術

の習得状況の変化 —移動技術の自己ビデオチェック結果の経時的比較—、日本看護科学学会 第 32
回学術集会、東京都 

3. 金城忍・（2012 年 12 月）、平成 24年度看護協会教育委員会活動報告と今後の課題、沖縄県看護研究

学会 第 28 回学術集会、沖縄市 
 
報告書等 
1.  金城忍（2013）初年次の看護学生に対する臨床技術の相互アセスメントの実施および評価『シンセ

サイザー』11 号 pp17-21、沖縄県立看護大学 
 
講師・謝花小百合 
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著書 
1. 金城忍・謝花小百合（2013）「第Ⅱ章 ケアリングに基づく看護技術支援の方法 ２．注射（皮内、

皮下、筋肉内）」安酸史子編『ケアリングに基づく看護技術支援マニュアル』メヂカルフレンド社 

pp30-45  
 
学会 
1. 金城忍、謝花小百合、他(2012)：沖縄県立看護大学スキルラボ室における看護技術修得支援の方向性

について-スキルラボ室にて研修を行った参加者の研修ニーズよりー． 第 32 回日本看護科学学会、

東京 

 
報告書等 
１． 神里みどり、謝花小百合（2013）「エビデンスに基づいたがん看護援助に関する CAM の教育プログ

ラムの開発 」 科学研究費補助金研究成果報告書 東京：文部科学省 

2．第 12 回 沖縄県立看護大学海外研修セミナー ーハワイ 2012ー 報告書 

  
 
講師・嵩元リカ 
報告書等 
1．嵩元リカ（2013）臨床に適応するために必要な新人助産師の準備とは：重要な結果の分析を通してみ

えてきた（予備登録）助産師教育の評価『シンセサイザー』11 号 P44-48、沖縄県立看護大学 
 
 
講師・田場由紀 
学会発表 
1. 田場由紀，大湾明美，佐久川政吉，伊牟田ゆかり,呉地祥友里，野口美和子,糸数仁美（2012 年 7 月）、

要介護高齢者の社会への参加ニーズを充足し促進するセルフケア-高齢者看護におけるセルフケアの

概念拡大の必要性-、日本老年看護学会第 17 回学術集会、石川県 
2. 長嶺由利子，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，伊牟田ゆかり（2012 年 7 月）､要介護高齢者の人

と人とのつながりを目的とした主観的な外出ニーズ，日本老年看護学会第 17 回学術集会、石川県 
3. 佐久川政吉，大湾明美，田場由紀，伊牟田ゆかり，宮城重二（2012 年 7 月）､関節リウマチ高齢者

のライフイベントから導かれたストレングス-「老年期のライフイベント」に焦点をあてて-，日本老

年看護学会第 17 回学術集会、石川県 
4. 大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，山口初代，呉地祥友里，伊牟田ゆかり，(2012 年 9 月),沖縄県小

離島の在宅終末期ケアにおける島出身のケア提供者と要介護高齢者の“強み”，日本ルーラルナーシ

ング学会第 7 回学術集会、長野県 
5. 山口初代，大湾明美，佐久川政吉，田場由紀，長嶺由利子，(2012 年 9 月)，沖縄県小離島における

当時者性を活かした高齢者ケア-“たまり場”誕生の経緯と活動の特徴から-，日本ルーラルナーシン

グ学会第 7 回学術集会、長野県 
 
報告書等 
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１．山口初代、田場由紀、玉城咲（2013）退職への適応は個人の責任か？社会構造の状態と退職者が利

用可能な選択権：韓国の展望『シンセサイザー』11 号 pp23-26、沖縄県立看護大学 
 
 
講師・知念正江 
  なし 
 
 
講師・當山紀子 
著書 

1. 當山紀子（2012）18.1 節,コラム 2 荒堀憲二・松浦賢長 編『性教育学』東京：朝倉書店 
 

学会 
1. 當山紀子・村中峯子・栗原加代子・上別府圭子（2012 年 10 月）、母子保健事業を担当している

保健師の母乳育児支援の実態とその関連要因に関する研究、第 71 回日本公衆衛生学会総会、山

口市 
 
 
講師・牧内忍 
  なし 
 
 
講師・宮里智子 
学術論文（査読あり論文） 
1. 宮里智子、嘉手苅英子、金城忍、高橋幸子、伊良波理絵（2013）日本国内の看護基礎教育における

ディベートの取り組みに関する文献検討、沖縄県立看護大学紀要 14:81-88 
 
学会 
1. 嘉手苅英子、金城忍、宮里智子、高橋幸子、伊良波理絵（2012 年 11 月）、積み重ねによる既習技術

の修得状況の変化、移動技術の自己ビデオチェック結果の経時的比較から, 第 32 回日本看護科学学

会、千代田区 
2. 中嶋恵美子、塚原ひとみ、吉竹美佐子、松岡緑、稲垣絹代、横川裕美子、石川幸代、坂井邦子、櫖

本和代、生野繁子、嘉手苅英子、宮里智子、砂川洋子、照屋典子、儀間継子、松井聡子、北川明、

松浦賢長、安酸史子（2012 年 11 月）臨地実習指導者研修会参加後の認識・講堂の変化, 九州沖縄看

護系 14 大学によるケアリング CSD の実践、第 32 回日本看護科学学会、千代田区 
3. 東蘭菜、宮里智子（2013 年 3 月）：臨地実習期間中の看護学生における新型インフルエンザ(A/H1N1)

に対する予防意識と行動、第 28 回日本環境感染学会総会、横浜市 
4. 宮里智子（2013 年 3 月）：一般診療所に就業する看護師の感染予防看護技術に関する学習ニーズ、 

第 28 回日本環境感染学会総会、横浜市 
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報告書等 
1.  前田和子・神里みどり編著（2013）『平成 24 年度 専門看護師・薬剤師等医療人材養成事業 島しょ

における「包括的専門看護師」の養成平成 24 年度成果報告書』沖縄県立看護大学 
 
 
講師・山城綾子 
  なし 
 
 
助教・糸数仁美 
学会 
1．田場由紀、大湾明美、佐久川政吉、伊牟田ゆかり、糸数仁美、呉地祥友里、野口美和子（2012 年 7

月）、要介護高齢者の社会への参加ニーズを充足し促進するセルフケア－高齢者看護におけるセル

フケアの概念拡大の必要性－、日本老年看護学会第 17 回学術集会、石川県 
 
報告書等 
1. 糸数仁美（2013）ヘルスプロモーションにおける三者間の学びのパートナーシップ『シンセサイザー』

11 号 pp12-16、沖縄県立看護大学 
 
 
助教・高橋幸子 
学術論文（査読あり論文） 
1. 高橋幸子、賀数いづみ、金城忍、渡久山朝裕、金城芳秀、嘉手苅英子(2013)：沖縄県立看護大学の

「学生による授業評価」に関する課題－学生と教員の意見から－、沖縄県立看護大学紀要 14:105-112 
2. 金城忍、嘉手苅英子、高橋幸子、賀数いづみ、渡久山朝裕、金城芳秀 (2013)：学生の授業評価を正

確に反映する評価項目について-平成 22 年度開講の授業科目における学生による授業評価アンケー

ト得点の傾向から-、沖縄県立看護大学紀要 14:97-104 
3. 宮里智子、嘉手苅英子、金城忍、高橋幸子、伊良波理絵（2013）日本国内の看護基礎教育における

ディベートの取り組みに関する文献検討、沖縄県立看護大学紀要 14:81-88 
 
学会 
１．嘉手苅英子、金城忍、宮里智子、高橋幸子、伊良波理絵（2012 年 12 月）積み重ねによる既習技術 

  の習得状況の変化－移動技術の自己ビデオチェック結果の経時的比較－、第32回日本看護科学学会、 
  東京 
 

 
助教・西平朋子 
学会 
1. 西平朋子・上田礼子・玉城清子・吉川千恵子・嘉陽田友香（2012 年 11 月）、子ども虐待予防関連職

種の潜在的ニーズとグループワークの効用：沖縄県 K島の場合、第 77 回日本民族衛生学会総会、東
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京都文京区 
2. 吉川千恵子・上田礼子・玉城清子・西平朋子・嘉陽田友香他（2012 年 11 月）子ども虐待予防の潜

在的ニーズと地域支援―沖縄県 K島の場合―、第 77 回日本民族衛生学会総会、東京都文京区 
3. 賀数いづみ・西平朋子（2012 年 9 月）、A 県の若年妊娠出産の現状と支援の課題－産科医療施設へ

の調査から－、第 31 回日本思春期学会総会・学術集会、軽井沢 
 

報告書等 
1. 西平朋子（2013）帝王切開術における手術前不安への対処方法：好きな音学を聴くことがもたらす

生理学的、認知および情緒への影響『シンセサイザー』11 号 P27-32 沖縄県立看護大学 

 
 
助教・丸山義浩 
学会 
1. 丸山義浩（2012 年 10 月）精神科看護分野のテキストデータマイニングの活用について、日本精神科

看護技術協会沖縄県支部看護研究発表会、うるま市 
2. 丸山義浩（2012 年 12 月）「第 28 回沖縄県看護研究学会集録」pp125-128 『テキストデータマイ

ニングによる看護分野へ誤薬要因の有効性』沖縄市 
 
報告書等 
1.  丸山義浩（2013）高度実戦看護師は救急部門においてのアルコール乱用者の発見を向上させること

ができるか？『シンセサイザー』11 号 pp33-35、沖縄県立看護大学 
 
 
助教・宮城裕子 
学術論文（査読あり） 
1． 宮城裕子・石川りみ子・玉城久美子・照屋清子・本村悠子・奥濱杖子・盛島幸子・島尻郁子(2013)

「島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅療養支援モデルの構築ー外来看護における療養支援の現

状と課題ー」沖縄県立看護大学紀要 14:89-96 
 
学会 
1．石川りみ子、宮城裕子、玉城久美子、本村悠子、照屋清子「島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅

療養支援モデルの構築ー外来看護における療養患者療養支援の現状と課題ー」第 6 回日本慢性看護

学会学術集会 静岡県浜松市 
2．石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子「島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅療養支援モデルの構築

ー酸素療法患者の療養状況と地域活動の現状」第 22 回日本呼吸ケア・リハビリテーション学会 福
井市 

 
 
助教・山口初代 
学術論文（査読あり論文） 
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1. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・呉地祥友里・坂東瑠美・糸数仁美（2012）沖縄県小離島におけ

る要支援・要介護高齢者母親と息子とのサポートの授受とその意味、日本ルーラルナーシング学会

誌 7:65-76 
 
学会 
1. 山口初代・大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・長嶺由利子（2012 年 9 月）、沖縄県小離島における

当事者性を活かした高齢者ケア－“たまり場”誕生の経緯と活動の特徴から－、日本ルーラルナー

シング学会第 7 回学術集会、長野県駒ヶ根市 
2. 大湾明美・佐久川政吉・田場由紀・山口初代・呉地祥友里・伊牟田ゆかり（2012 年 9 月）、沖縄県

小離島の在宅終末期ケアにおける島出身のケア提供者と要介護高齢者の“強み”、日本ルーラルナー

シング学会第 7 回学術集会、長野県駒ヶ根市 
 
報告書等 
１．山口初代、田場由紀、玉城咲（2013）退職への適応は個人の責任か？社会構造の状  態と退職者

が利用可能な選択権：韓国の展望『シンセサイザー』11 号 P23-26、沖縄県立看護大学 
 
 
助教・山本真充 
著書 
1. 永井良三・田村やよひ監修、山本真充・浅井理恵子・井上眞璃子他著（2012）『看護学大辞典 第

6 版』「痛みのアセスメント」「小児看護専門看護師」「小児と家族の擁護」「病院のこども憲章」p98、
p1057、p1058、p1855、メヂカルフレンド社． 

 
報告書等 

1. 山本真充（2013）高再現性シミュレーションを利用した小児看護学生の臨床と教室での学びの架橋

『シンセサイザー』11 号 pp8-11、沖縄県立看護大学 
 
 
助手・伊良波理絵 
学術論文（査読あり論文） 
1. 伊良波理絵・嘉手苅英子（2013）病棟看護師が同僚の看護実践から看護職者としての認識や行動に

影響を受けた過程の特徴、沖縄県立看護大学紀要 14:71-80 
2. 宮里智子・嘉手苅英子・金城忍・高橋幸子・伊良波理絵（2013）基礎教育におけるディベートの取

り組みに関する文献検討、沖縄県立看護大学紀要 14:81-88 
 
学会 
1. 嘉手苅英子・金城忍・宮里智子・高橋幸子・伊良波理絵（2012）積み重ねによる既習技術の習得状

況の変化－移動技術の自己ビデオチェック結果の経時的比較－、第32回日本看護科学学会学術集会、

東京 
 
 



17 
 

助手・久場加寿美 
  なし 
 
助手・下中壽美 
  なし 
 
 
助手・鈴木ミナ子 
学術論文（査読なし論文） 
1. 鈴木ミナ子・野村幸子・上原和代・堤梨那・山本真充・小池秀子・蝦名美智子（2012）OSCE 導入

後の実習前後における看護技術に関する学生の自己評価の比較、九州・沖縄小児看護教育研究会誌

13：25-28 
 
学会 
1. 鈴木ミナ子・野村幸子・上原和代・堤梨那・山本真充・小池秀子・蝦名美智子（2012 年 8 月）OSCE

導入後の実習前後における看護技術に関する学生の自己評価の比較、第 13 回九州・沖縄小児看護教

育研究会、福岡市 
2. 上原和代・鈴木ミナ子（2012 年 9 月）小児保健看護実習Ⅰにおける子どもへの健康教育のとりくみ、

日本小児保健協会学術集会 第 59 回学術集会、岡山市 
 
 
助手・高原美鈴 
学会 
1. 高原美鈴・當山冨士子・田場真由美・仲本晴男・蟻塚亮二（2012 年 10 月）、沖縄本島 A 村における

沖縄戦体験者の精神保健、第 71 回日本公衆衛生学会、山口市 
 
 
助手・高宮里沙 
  なし 
 
 
助手・玉城久美子 
学術論文（査読あり論文） 
1.  宮城裕子、石川りみ子、玉城久美子、本村悠子、照屋清子、奥浜杖子、盛島幸子、島尻郁子(2013)  

島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅療養支援モデルの構築－外来看護における在宅酸素療法者

療養支援の現状と課題－沖縄県立看護大学紀要 第 13 号 
 
学会 
1.  石川りみ子、玉城久美子、宮城裕子( 2012 年１１月)島嶼に居住する在宅酸素療法患者の在宅療養支

援モデルの構築－在宅酸素療法患者の療養状況と地域活動の現状－、第 22 回日本呼吸ケア・リハビ
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リテーション学会 福井県福井市 
2.  石川りみ子、宮城裕子、玉城久美子、本村悠子、照屋清子(2012 年 6 月)島嶼に居住する在宅酸素療

法患者の在宅療養支援モデルの構築－外来看護における在宅酸素療法患者療養支援の現状と課題－

第 6 回慢性看護学会 静岡県静岡市 
 
報告書等 
1.  玉城久美子（2013）悲嘆と喪失への折り合い：オンコロジーナースの専門的な死別に関する観点『シ

ンセサイザー』11 号 pp1-7、沖縄県立看護大学 
 
助手・玉城咲 
報告書等 
１．山口初代、田場由紀、玉城咲（2013）退職への適応は個人の責任か？社会構造の状態と退職者が利

用可能な選択権：韓国の展望『シンセサイザー』11 号 pp23-26、沖縄県立看護大学 
 
 
助手・與座千代子 
解説論文 
１．與座千代子（2012）「保健師によるアルコール関連問題への取り組み－断酒会支援を中心に   

－特集 地域で取り組むアルコール関連問題」『月刊地域医学』Vol.26 No.9、pp35-39 
 

学会 
１．Chiyoko Yoza,Kazuko Maeda,Hideko Koike(2012 年 2 月),Competency of nurses in remote islands 

of Okinawa:A preliminary study,The 16 EAFONS Developing International Networking for 
Nursing Research, Bangkok 

 


